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日
に

本
ほん

では、 食
しょく

事
じ

の前
まえ

に「いただきます」、食
た

べ終
お

わったら「ごちそうさま」のあいさつをする 習
しゅう

慣
かん

があります。

11月
がつ

の 給
きゅう

食
しょく

指
し

導
どう

目
もく

標
ひょう

は、「感謝
かんしゃ

して食べよう
た

」です。食
た

べることは、生
い

き物
もの

の 命
いのち

をいただき、 命
いのち

をつないでい

くことです。また、 食
しょく

事
じ

ができあがるまでに、 料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

をはじめ、農
のう

作
さく

物
もつ

や家
か

畜
ちく

を育
そだ

てる人
ひと

、 魚
さかな

をとる人
ひと

、

食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

、販
はん

売
ばい

する人
ひと

など、たくさんの人
ひと

が関
かか

わっています。感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに、 心
こころ

を込
こ

めてあいさつ

し、 食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょう。 

11月
がつ

23日
にち

は、勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日
ひ

です。勤
きん

労
ろう

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

は、お米
  こめ

などの穀物
こくもつ

が収 穫
しゅうかく

されたことを感謝
かんしゃ

した 祭
まつり

から

始まりました
はじ

。11月
がつ

21日
にち

の 給 食
きゅうしょく

は、勤
きん

労
ろう

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

にちなみ、五穀
ご こ く

米
まい

ごはんです。ごはんにあわ・きび・ひえ・豆
まめ

が入って
はい

います。 

 

「い（１）い（１）歯
は

（８）」の語
ご

呂
ろ

合
あ

わせから、日
に

本
ほん

歯
し

科
か

医
い

師
し

会
かい

が定
さだ

める記
き

念
ねん

日
び

です。健
けん

康
こう

な歯
は

を保
たも

つには、

食
しょく

事
じ

やおやつは時
じ

間
かん

を決
き

めてとるようにし、食
た

べたら歯
は

をみがくことが大
たい

切
せつ

です。また、食
た

べるときによくか

むようにすると、だ液
えき

がたくさん出
で

て、むし歯
ば

や歯
し

周
しゅう

病
びょう

を防
ふせ

ぎます。11月
がつ

８日
か

の 給
きゅう

食
しょく

では、よくかむこと

を意
い

識
しき

した食
た

べ物
もの

が登
とう

場
じょう

します。 

食
た

べ過
す

ぎを防
ふせ

ぎ、

肥
ひ

満
まん

を予
よ

防
ぼう

する 

 

消
しょう

化
か

を助
たす

け、栄
えい

養
よう

 

の 吸
きゅう

収
しゅう

がよくなる 

 

味
あじ

がよくわかり、

味
み

覚
かく

が発
はっ

達
たつ

する 

 

脳
のう

が活
かっ

性
せい

化
か

し、 

集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

が高
たか

まる 

 

 10月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

より 給
きゅう

食
しょく

のお米
こめ

が新
しん

米
まい

に切
き

り替
か

わりました。新
しん

米
まい

は軟
やわ

らかく粘
ねば

りのある

食
しょっ

感
かん

で、香
かお

りや甘
あま

みが強
つよ

いのが特
とく

徴
ちょう

です。新
しん

米
まい

を食
た

べることで秋
あき

を感
かん

じることもあるで

しょう。 

ところで、新
しん

米
まい

に切
き

り替
か

わったところで、令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

産
さん

の米
こめ

の価
か

格
かく

の改
かい

定
てい

があり、令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

産
さん

の米
こめ

の価
か

格
かく

より、1.6倍
ばい

程
てい

度
ど

値
ね

上
あ

がりとなりました。 給
きゅう

食
しょく

に欠
か

かせないお米
こめ

の

値
ね

上
あ

げは、影
えい

響
きょう

が大
おお

きいです。使
し

用
よう

食
しょく

品
ひん

を見
み

直
なお

しながら、予
よ

算
さん

内
ない

で 給
きゅう

食
しょく

運
うん

営
えい

ができる

ように工
く

夫
ふう

していきます。 


